
阿部 ,三宅 .三沢

が発生する結果異常拡 散が起るとい う考 えで ,理論を展開 している｡電子分

布がイオン分布wL対 して相対的に driftしてい る場合 ,そのdrift速度が

或 る鯨界値を超 えると ,イオンサイクロ トロン波が発生するO その振動Fl伴

な う電場の作用によって電子分布が変型 され ,振動 の成長がとまれ有限の億

に到達する｡ (準線型効果 lこの振動vl伴なう電場のゆ らぎ㌢こよって生ずる

拡敦は ,拡散係数

D- A しこ 日 貨 ,2p efB e(.< 甘

yo 2 Te

等

βe :電子のラーモア半径

βe :電子のサイクロ トロン振動数

vLよって characterizeされる事を示した｡然 し , 上K述べた Stp,Ha-

ratorの粒子損失の結果を説明する為vLは ,その大きさが小 さすぎる｡

不 安 定 プ ラ ズ マの 輸 送 理 論

三 択 節 夫 (日大理工 l

Rutherford と Friemar)が最近 書TwO-やavticieCr)rrelation

Function for ar】UI】StablePlasma'という標題 で ,不安定なプラズ

マに対するKinetic equatiorlを議論 した (preprint)･これ より少 し

前に Balescuも同じ問題を取扱かったが ,結果は両者で全く異なる ,これ

は彼等がつ まらない而かも音大な誤 りを犯 した･ためだと思われるCそのスキ

ー ゝは ,空間的に-様なプラズマを考 えて ,B牧言KYの連鎖方程式を 2体ま

でで切 る ･プラズ マ定数 k-aS/rl(･k-α ;デバイ波数 ･n;粒子数密度 は

1Ql比べて充分小 さいとすると ,有名なBogoliubovの二つの仮定が使え

ヤ･空し .ここでは tやCX3VL対する相関函数 についての知識は不要で ,質

-の仮定 ,すなわち '相班函数 の時間依存性 は分泰函数の汎函数 としてのみ
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入る'を円いるO具体的紅は ,分布函数 と相関函数の連立教積分方程式を解

くとき,相関函数だけ紅注 目すると分布函数の時間依存性が無視できて ,

Lar)dauが線型化したVlasov方程式を初期値問題として解いたときと同じ

手法が使えるo安定なプラズマに対 してBalcscu.Lenardらが導いた衝突

項をもっよく知 られた kinetic equatJ'oIlが得 られ るO問題は不安定の歩

令 ,すなわち ,線型化したVlasov方程式が不安定な poleを含むような分

布函数をもつときで ,彼等は相関函数Fl対 して ,時間とともに巌も早 く成長

するという理由で ,不安定な poleからの寄与が二重に書なる項を拾い出し

たoLかL誘電率の解析性 から分るようrL,この項は現れない筈である (莱

際 ,彼等の導いた相開函数に対する解は消え_ることが直ぐ分る )｡不安定な

poleを一つだけ含む項を拾うときBa呈escuと大体一致する拡散項と摩擦項

をもったkirJet主c equatiorlが得 られる｡

R.Baiescu '.不安定プラズマの輸送理論

西 川 泰 治 (東大教養 )

紹介 した論文は ,空間的vL-様な不安定プラズマの輸送方程式を

Liouviiie方程式から導き(random phase近似 ) ,それによって巌初

不安定だったプラズマが安定になり,巌後払Maxwell分布vLまで接近 して

行 くメカニズムを解析 している｡

よ(知られているようQL,粒子間のクーロン相互作用を selfcot,Sistent

な電場として考慮にいれた線型近似でのLandatlVlasov方程式では ,初期

時間K於ける速度分布の形によって ,プラズマは ,或る場合紅は安定に ,蛋

る場合VLは不安定になる｡､後者の場合 ,不安定性が電場の成長という形で現

われろ時vLは ,LandauVlasov方程式の非線型項まで考慮に入れる事によ

って ,不安定性を抑制する事ができる｡そのメカニズムは ,電場の成長が 速
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